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論文題目
近世・近代・現代日本語テキストに対する場所参照表現抽出における言語モデル
の評価

要旨

歴史的テキストからの場所参照表現の抽出は，大規模な史料に対する人文学的分析を支援するための
基礎技術として重要である．
本研究では，近代・近世の日本語テキストを用いたデータセットを構築し，これら歴史的テキストに対す
るTransformer言語モデルの抽出精度を調査した．
特に，Transformer言語モデルでは，Masked Language ModelとCausal Language Modelの代表的な2つ
を評価した．
実験から，現代語ラベル付きデータの活用の有効性を確認した一方で，歴史的テキストへの適応には，
さらなるモデルの改善が必要であることも示された．


